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山
を
治
め
、山
地
災
害
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
を
守
る

治
山
事
業

関
東
森
林
管
理
局	

上
越
森
林
管
理
署

は
じ
め
に

　
上
越
森
林
管
理
署
管
内
で
は
、
焼
山
噴
火

災
害
（
昭
和
49
年
７
月
）、
５
・
18
妙
高
高
原

地
す
べ
り
災
害
（
昭
和
53
年
５
月
）
等
の
大

規
模
な
山
地
災
害
が
繰
り
返
し
発
生
し
ま
し

た
。
当
署
で
は
、
特
に
こ
の
よ
う
な
山
地
災

害
か
ら
人
命
・
財
産
を
保
全
す
る
た
め
の
直

轄
治
山
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
糸
魚
川
市
の
小
滝
川
上
流
に

お
け
る
国
有
林
野
で
の
治
山
事
業
と
、
上
越

市
及
び
十
日
町
市
の
民
有
林
に
お
け
る
治
山

事
業
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

国
有
林
野
で
の
治
山
事
業

　
令
和
元
年
６
月
、
姫
川
水
系
の
小
滝
川
上

流
の
国
有
林
野
に
お
け
る
大
規
模
な
山
腹
崩

壊
に
よ
り
、
多
量
の
濁
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
崩
壊
は
、
急
峻
で
崩
れ
や
す
い
地
形
・

　上越森林管理署は、新潟
県南西部に位置し、上越市、
妙
みょうこう

高市及び糸
い と い が わ

魚川市の３市に
所在する国有林野約３万６千
ha を管理経営しています。そ
の多くは関川、姫川等の河川
源流域に分布し、山地災害の
防止、水源の涵

かん
養等重要な役

割を果たしています。
　また、管内の国有林野の約 51％は、妙高戸隠連山国立公園に指定され、日本百名山の妙高山・
火打山・高妻山・雨

あまかざりやま
飾山をはじめ、県内最高峰の小

こ れ ん げ さ ん
蓮華山等多くの名山があります。管内では

5 か所、約 3,600ha をレクリエーションの森に設定しており、四季折々の中で森林浴、登山、
ハイキング、スキー・スノーボード等の場として広く利用されています。

地
質
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
例
年
よ
り
多
雪

で
融
雪
水
が
増
え
た
こ
と
等
が
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ

た
「
小
滝
川
上
流
崩
壊
地
対
策
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
同
年
11
月
か
ら
同
委
員
会
委
員

等
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
崩
壊
地
の

復
旧
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
は
、
標
高
約
１
，２
０
０
～
１
，

５
０
０
ｍ
の
奥
地
に
位
置
し
、
道
路
が
通
じ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
割わ

り
ぐ
り栗

石
を
詰
め
た

袋
（
直
径
約
２
．４
ｍ
、
重
量
約
２
．４
ｔ
）

を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
搬
し
、
崩
壊
地
に
設

置
す
る
「
袋
型
石
詰
筋
工
」
を
施
工
し
、
表

層
地
盤
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
（
写
真

１
）。

　
今
年
度
は
、
崩
壊
地
の
緑
化
を
促
進
す
る

た
め
の
緑
化
工
も
行
い
ま
し
た
。
緑
化
工
で

は
、
希
少
な
高
山
植
物
の
生
態
系
を
維
持
保

全
す
る
観
点
か
ら
、
現
地
近
隣
で
採
取
し
た

ヤ
ナ
ギ
の
枝
を
赤
玉
土
入
り
の
麻
袋
に
固
定

し
て
投
下
す
る
と
と
も
に
、
崩
壊
地
周
辺
の

既
存
植
生
か
ら
自
然
侵
入
を
促
す
有
機
性
肥
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取 組
国有林野事業の

管内概要

所 在 地 新潟県上越市大道福田 555 番地

３市区域面積  216,568  ha
うち森林面積  152,575  ha
うち国有林野  35,562  ha
関 係 自 治 体 上越市、妙高市、糸魚川市、十日町市

基礎
データ
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明
治
40
年
以
降
断
続
的
に
地
す
べ
り
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
（
写
真
３
）。
上
越
市
内
で
は

６
区
域
に
お
い
て
施
工
し
、
令
和
２
年
度
末

で
２
区
域
が
完
成
、
十
日
町
市
内
で
は
５
区

域
の
う
ち
３
区
域
が
完
成
し
、
完
成
後
は
順

次
新
潟
県
へ
移
管
し
て
い
ま
す
（
写
真
４
）。

　
現
在
、
上
越
市
内
で
４
区
域
、
十
日
町
市

内
で
２
区
域
の
計
６
区
域
２
，０
２
２
ha
に
お

い
て
施
工
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
計
画
的

に
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
管
内
で
治
山
事
業
を
実
施
し
て
い
る
箇
所

は
、火
山
活
動
の
影
響
を
受
け
た
標
高
２
千
ｍ

前
後
の
高
地
や
豪
雪
を
伴
う
地
す
べ
り
地
帯

で
す
。
気
象
条
件
等
も
厳
し
く
、
施
工
に
は

困
難
を
伴
い
ま
す
が
、
地
元
か
ら
の
要
望
や

現
地
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
現
地
に
最
も
適

し
た
効
果
的
な
工
法
を
選
択
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
山
を
治
め
、
山
地
災
害
か
ら
人

命
・
財
産
を
保
全
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

注
： 

民
有
林
に
お
い
て
行
う
地
す
べ
り
防
止

工
事
の
う
ち
、
規
模
が
著
し
く
大
き
い

場
合
等
、
国
土
の
保
全
上
特
に
重
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
地
す
べ

り
等
防
止
法
に
基
づ
き
、
国
が
都
道
府

県
に
代
わ
っ
て
地
す
べ
り
防
止
工
事
を

行
う
も
の
。

料
の
散
布
も
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

民
有
林
で
の
直
轄
治
山
事
業

（
地
す
べ
り
防
止
事
業
）

　
当
署
で
は
、
地
す
べ
り
か
ら
地
域
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら

頸く
び
き城
地
区
（
旧
安
塚
町
、
旧
松
之
山
町
、
旧

牧
村
内
の
地
す
べ
り
防
止
区
域
）
に
お
い
て

民
有
林
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
（
注
）
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
上
越
市
及
び
十

日
町
市
の
計
11
区
域
で
施
工
し
て
き
ま
し
た
。

　
頸
城
地
区
一
帯
は
、
新
第
三
紀
層
地
す
べ

り
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、
近
代
以
降
で
は
、

写真 2 写真 1

写真 3

写真 4

緑化工の施工箇所 袋型石詰筋工の施工状況

地すべり災害の状況（平成17年 8月）

現在の状況（令和３年８月）




